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　５月２日、伊方ライオンズクラブから伊方小学校に
ライフジャケットが贈呈されました。
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水
ヶ
浦
小
学
校
閉
校
特
別
企
画
①

伊
方
小
学
校

　

５
月
10
日
（
木
）、
伊
方
小
学

校
と
交
流
遠
足
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
遠
足
や
授
業
の
交

流
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
数

や
移
動
の
関
係
で
、
水
ヶ
浦
小

児
童
が
伊
方
小
方
面
に
行
く
形

で
し
た
。
統
合
す
る
前
に
、
一
度
、

水
ヶ
浦
小
で
交
流
活
動
を
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
回
は

伊
方
小
児
童
に
来
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
晴
天
と
な
っ
た

10
日
の
朝
、
伊
方
小
児
童
が
歩

い
て
水
ヶ
浦
小
ま
で
来
ま
し
た
。

早
速
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か

れ
て
自
己
紹
介
を
し
、
二
つ
の

場
所
に
分
か
れ
て
交
流
活
動
を

行
い
ま
し
た
。運
動
場
で
は
、「
手

つ
な
ぎ
鬼
」を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

大
集
団
で
の
鬼
ご
っ
こ
に
、
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
体
育
館
で
は
、「
フ
ラ
フ
ー

プ
抜
け
」
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
手
を
つ
な

い
で
、
協
力
し
な
が
ら
仲
良
く

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
水
ヶ
浦

小
の
児
童
が
先
導
し
校
舎
内
の

見
学
も
行
い
ま
し
た
。

　

お
昼
は
、
運
動
場
で
お
弁
当

を
食
べ
ま
し
た
。お
話
を
し
た
り
、

お
菓
子
を
分
け
あ
っ
た
り
と
、

仲
良
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。
大
浜
地
区

や
中
之
浜
地
区
に
六
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
作
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

探
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
ク

イ
ズ
に
答
え
た
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
し
な
が
ら
、
初
夏
の
海
岸

道
路
を
み
ん
な
で
歩
き
ま
し
た
。

　

水
ヶ
浦
小
の
児
童
は
、
普
段

と
違
い
、
た
く
さ
ん
同
級
生
が

い
る
中
で
の
活
動
で
、
最
初
は

少
し
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
い
ま
し
た

が
、
次
第
に
打
ち
解
け
、
楽
し

く
活
動
で
き
た
よ
う
で
す
。
伊

方
小
児
童
に
と
っ
て
は
、
長
く

歩
い
て
疲
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
水
ヶ
浦
小
を
知
り
、
二

校
の
交
流
を
深
め
る
と
い
う
目

的
を
十
分
に
達
成
で
き
た
遠
足

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
度
、「
ふ
れ
あ
い
い
か
た
」

で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。水
ヶ

浦
小
の
最
後
の
一
年
間
が
、
最

高
の
思
い
出
と
な
る
よ
う
に
、

児
童
、
職
員
、
保
護
者
、
地
域

が
協
力
し
て
閉
校
関
連
行
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

５
月
２
日
（
水
）、
伊
方
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
「
伊
方
町
立
伊
方
小
学
校
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
、
伊

方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
伊
方
小
学
校

に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
60
着
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
四
国

地
区
の
合
同
事
業
「
四
国
の
子
ど
も
た
ち

に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
贈
ろ
う
」
に
よ

る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら

町
内
で
一
番
海
抜
の
低
い
伊
方
小
学
校
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
伊
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

河
野
会
長
か
ら
泉
校
長
先
生
に
目
録
が
贈

呈
さ
れ
た
後
、
校
長
先
生
と
児
童
代
表
２

名
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
伊
方
小
学
校
で
は
、
５
月
９
日

（
水
）
に
地
震
と
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
が
実
施
さ
れ
、贈
呈
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
避
難
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
贈
呈
に

よ
り
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
南

海
ト
ラ
フ
地
震
、
そ
し
て
、
津
波
に
対
す

る
児
童
の
意
識
も
変
化
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
命
が
助
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
、
水
ヶ
浦
小
学
校
が
今
年

度
を
も
っ
て
閉
校
し
、
伊
方
小
学
校
と
統

合
す
る
こ
と
か
ら
、
最
後
の
１
年
間
の
記

録
を
不
定
期
で
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。



3 ふれあい  いかた・2018. 6

いかた女性塾 塾生募集!!いかた女性塾 塾生募集!!
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新生児土俵入り  参加希望者の募集新生児土俵入り  参加希望者の募集
　地域における男女共同参画社会づくりを進める
ため、地域に密着した学習及び調査研究を行う女
性塾を開催することにより、人材の育成を図って
います。
　事業内容は、毎年、塾長を中心にみんなでテー
マを決めて活動しています。
　皆さんの参加を塾生一同お待ちしています。
　
◎３０年度の主な事業（案）
　・「日本女性会議２０１８金沢」への参加
　・町議会の傍聴
　・男女共同参画社会づくりに関する諸会議への
　　出席
　・福祉ボランティア
　☆その他、第１回目の会議で協議します。
　
◎対象者　町内に在住の成人女性

◎年会費　１,０００円
　
お問い合わせ
　教育委員会事務局　
　生涯学習室　38-2661

　７月２９日（日）に開催
される、きなはいや伊方ま
つり２０１８「子ども相撲
教室　伊方場所」において、
力士による新生児の土俵入
りを実施します。
　これは、強い力士にあや
かり、健康でたくましい子
どもに育つようにという願いを込めて行われるも
のです。
　希望される方は、新生児の氏名・生年月日及
び保護者の住所・氏名・続柄・連絡先を町教育
委員会事務局生涯学習室へ電話（３８－２６６１）・
ＦＡＸ（３８－１１７９）等でお申込みください。
　なお、申込者多数の場合は、町内在住者を優
先した抽選を行い、参加者を決定します。（申込
者には、決定次第、通知します。）
　また、当日の申込みは受付出来ませんので、
ご了承ください。

　○募集人数　５名程度　
　○締め切り　７月６日（金）

　

三
崎
高
等
学
校
で
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し

て
い
た
公
営
塾
が
、
５
月
７
日
に
「
未

咲
輝
塾
」
と
し
て
正
式
に
オ
ー
プ
ン
し
、

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
塾
は
、

本
町
唯
一
の
県
立
高
校
で
あ
る
三
崎
高

等
学
校
の
存
続
と
人
材
の
育
成
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

開
講
式
で
は
、
高
門
町
長
、
三
崎
高

等
学
校
若
江
校
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

が
あ
り
、
講
師
の
自
己
紹
介
の
後
、
塾

生
を
代
表
し
て
、
浅
野
ひ
か
る
さ
ん
か

ら
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
今
月
号
の
広
報
い
か
た
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
横
井
博
文
さ
ん
と
廣
橋
昂
希
さ
ん

が
あ
た
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
三
崎
高
校
と
連
携
し
な
が

ら
、
高
校
の
補
完
機
能
と
し
て
学
習
の

習
慣
化
並
び
に
進
路
を
含
む
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
塾
の
開
講
に
よ
っ
て
、
三
崎
高

等
学
校
が
さ
ら
に
魅
力
的
な
学
校
と
な

り
、
ふ
る
さ
と
愛
溢
れ
る
人
材
が
育
つ

環
境
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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「上手に掘れるかな？」　～ タケノコ掘り体験 ～
中央・町 見公 民館

　

４
月
21
日
（
土
）、
毎
年
恒
例
の

『
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
』
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
汗
ば
む
陽
気
の
中
、

竹
林
で
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
、

タ
ケ
ノ
コ
を
一
生
懸
命
に
探
し
、
あ

ち
こ
ち
で
「
あ
っ
た
！
」
と
子
ど
も

達
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
伊
方
地
域
の
全
小
学
校
か

ら
の
参
加
が
あ
り
、
昨
年
以
上
に
大

勢
で
、
タ
ケ
ノ
コ
の
数
が
足
り
る
か

心
配
で
し
た
が
、
全
員
掘
る
こ
と
が

で
き
、
皆
、
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

中
央
公
民
館
に
帰
っ
て
か
ら
は
竹

を
使
っ
て
友
達
と
助
け
合
い
な
が
ら

器
と
箸
を
作
り
ま
し
た
。
タ
ケ
ノ
コ

を
使
っ
た
料
理
で
は
、
タ
ケ
ノ
コ
が

苦
手
だ
な
と
言
っ
て
い
た
子
ど
も
や
、

初
め
て
タ
ケ
ノ
コ
を
食
べ
る
子
ど
も

も
お
り
ま
し
た
が
、
お
か
わ
り
を
し

た
り
、
他
校
の
友
達
と
仲
良
く
食
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
竹
の
食
器
で
食
べ
る
料
理

は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
『
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
』

を
通
し
て
、
自
然
の
恵
み
を
自
分
の

手
で
採
り
、
料
理
し
て
食
す
る
一
連

の
過
程
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
「
食
」
に

つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
こ
の
事
業
に
ご
協
力
頂

い
た
保
護
者
の
方
々
に
は
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学級・講座に参加してみませんか？
町見公 民 館

　

町
見
公
民
館
で
は
、
教
養
の
向
上
、

健
康
の
増
進
等
を
目
的
と
し
て
、
住

民
の
方
々
に
学
習
の
場
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
様
々
な

事
業
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

昨
年
度
の
活
動
内
容
を
一
部
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
再
発
見
教
室
で
は
、
地

域
住
民
等
の
ご
協
力
の
下
、
九
町
小

学
校
児
童
が
中
心
と
な
り
、
町
見
地

区
の
石
仏
や
お
寺
巡
り
、
野
外
体
験
、

昔
の
遊
び
及
び
郷
土
料
理
を
実
施
し

大
変
好
評
で
し
た
。

　

コ
ッ
コ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
ヨ
ガ
教

室
、
陶
芸
教
室
、
多
肉
植
物
寄
せ
植

え
を
実
施
し
楽
し
く
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

町
見
老
人
大
学
で
は
、
九
町
小
学

校
児
童
と
の
交
流
ペ
タ
ン
ク
大
会
、

町
外
視
察
研
修
、
健
康
講
座
及
び
お

楽
し
み
演
芸
大
会
を
実
施
し
、
積
極

的
な
社
会
参
加
を
図
り
融
和
と
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

他
に
も
男
の
料
理
教
室
や
絵
手
紙

教
室
等
が
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
大
変
好
評
で
し
た
。

今
年
度
も
更
に
内
容
を
充
実
さ
せ
魅

力
あ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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風薫る青空を泳ぐこいのぼり　～こいのぼりまつり2018～
三崎公 民館

餅つき体験マジックショーグランドゴルフ

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る
神
松
名
６

地
区
の
交
流
事
業
「
こ
い
の
ぼ
り
ま

つ
り
」
が
５
月
５
日
（
土
）
の
こ
ど

も
の
日
に
三
崎
公
民
館
二
名
津
分
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
風
薫
る
青
空

の
下
、
伊
方
堂
々
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の

み
な
さ
ん
の
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
が
祭

り
の
始
ま
り
を
告
げ
る
と
盛
大
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
が
始
ま
る
と
子
ど
も
餅
つ

き
体
験
、ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
、バ
ザ
ー

等
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
二
名
津
地
区
体
育
館
で
は

山
ち
ゃ
ん
ホ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
バ

ン
ド
演
奏
の
他
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る
の
は
恒
例

の
大
餅
ま
き
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
の
設

置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
上
か
ら
餅
が
投

げ
ら
れ
る
度
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
参
加
者
全
員
か
ら
歓
声
が
沸
き
あ

が
り
、
餅
拾
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

今年度の自治公民館主事さんです。
伊　方　地　区 瀬　戸　地　区 三　崎　地　区

氏　　名
山 口 宇 太 郎
木 下 　 強
由 井 一 隆
赤 坂　　均
牛 尾 元 宣
守 田　　守
吉 本 忠 史
井 関 睦 彦
宮 本 　 寛
福 島 正 吉
阿 部 市 彦
藤 中 秀 樹
山 嵜 勝 司
川 縁 清 国
宇 都 宮 幹 夫
脇 田 昇 一 郎
門 田 光 和
井 村 大 貴
徳 田 島 男
山 田　　功
玉 井 祐 治
古 田 陸 臣
松 本 安 幸
小 島 大 作
岩 井 清 満

地 区 名
大 浜
中 之 浜
仁 田 之 浜
河 内
湊 浦 一
湊 浦 二
小 中 浦
伊 方 越
亀 浦
中 浦
川 永 田 一
川 永 田 二
豊 之 浦

奥
向
畑

須 賀
久 保

西
二 見
加 周
田 之 浦
古 屋 敷
大 成
鳥 津

氏　　名
木 村 林 栄
大 谷 一 正
浜 家 順 一
山 本 敏 彦
新 見 晃 由
磯 崎　　敬
木 村 庄 二
高 橋 敏 光
梶 原　　代
中 村 修 二
阿 部 真 紀 子
谷 本 喜 一 郎
和 田 弘 毅

地 区 名
三 机
上 倉
松 之 浜
佐 市
塩 成
足 成
大 江
志 津
小 島
大 久
川 之 浜
田 部
神 崎

氏　　名
松 本 眞 須 美
加 藤 克 馬
山 本 み さ 子
宮 本 征 士
塩 崎 満 雄
小 田 輝 彦
阿 部 邦 弘
安 部 松 義
山 崎 長 一 郎
大 谷　　勉
西 村 洋 一
木 村 公 志
伊 津 友 重
浅 野 咲 恵

地 区 名
三 崎
高 浦
佐 田
大 佐 田
井 野 浦
与 侈

串
正 野
二 名 津
明 神

松
名 取
釜 木
平 礒

　公民館活動は、地域に根ざした文化活動、学習活動を通じて交流を
深める場であり、人づくり・仲間づくりから地域づくり・まちづくりへ
と発展していく場です。
　地域の活性化推進のために、「自分たちの地域は自分たちの手で」を
合い言葉に、町民の皆さんは声を掛け合い積極的に自治公民館活動に
参加しましょう。

太字・・・・今回異動があった公民館主事



6ふれあい  いかた・2018. 6

…おはなし会 …休館日

6月 図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■返却について
 　町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の
 　返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地　TEL（0894）38-0607

ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内
～ 6月のおはなし会 ～

日時：9日（土）・23日（土）
　　　午後1時30分～
場所：図書館　おはなしコーナー
対象：どなたでも参加できます♪

ボランティア会員を募集していま
す。興味のある方は、図書館へお
気軽にお問い合わせください。

『Finally 』　Namie Amuro
『BOOTLEG』　米津 玄師
『#TWICE』　TWICE
『÷』　エド・シーラン　
『SMAP 25 YEARS』　SMAP
『五木ひろし全曲集 2017』　
　　　　　　　　　五木 ひろし　ほか

貸出中の資料は、図書館窓口・館内検索
機・インターネットから予約ができます。

新着CD新着CD

新着図書

『ペインレス』（上・下巻）
『三千円の使いかた』
『5時過ぎランチ』
『にゃん! 鈴江藩江戸屋敷見聞帳』
『カットバック』
『泣きかたをわすれていた』
『カラヴァル』
『あやかし草紙』
『バルス』
『怪物』
『人の名前が出てこなくなったときに読む本』
『定年入門』
『家事の得ワザ』

天童　荒太／著
原田　ひ香／著
羽田　圭介／著

あさの　あつこ／著
今野　敏／著

落合　恵子／著
ステファニー・ガーバー／著

宮部　みゆき／著
楡　周平／著

中村　航／著、井上　尚弥／著
松原　英多／著
高橋　秀実／著

得する人損する人／編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

『べるがなる』
『たぬきのおやき』
『ようかいしりとり』
『がまばあさん』
『ぼくが見たお父さんのはじめてのなみだ』

『はかってみよう長さ・重さ・時間 2』
『コロコロ迷路』
『コクルおばあさんとねこ』
『弱小FCのきせき』
『徳川歴代将軍と江戸の偉人』
『水色の不思議』
『奇譚ルーム』

新しく購入した本は右記の図書館ホームページからもご覧いただけます。URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

山村　浩二／さく・え
井出　幸子／文、菊池　日出夫／絵

おくはら　ゆめ／作
マットかずこ／ぶん・え

そうま　こうへい／作
新間　竹彦／著
野出　正和／著

フィリパ・ピアス／作
マイケル・モーパーゴ／著

童門　冬二／監修
斉藤　洋／作

はやみね　かおる／著
ほか

《一般書》 《児童書》
『敗れども負けず』

武内　涼／著
《内容紹介》
使命に目覚める者、伴侶を見つけた者、
負けることでしか望みを叶えられなかっ
た者…。負の教訓として歴史に名を残す
敗戦の将たちが、どん底から立ち上がる
様を描く。

『うまはかける』
内田　麟太郎／文
山村　浩二／絵

《内容紹介》
おおかみが、かける。おおかみにおわ
れた、うまもかける。かけにかけて…。
さあ、どうなる?! ことばあそびの繰
り返しが楽しい絵本。
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佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

『佐田岬半島の鯨塚』『佐田岬半島の鯨塚』
パンフレットが出来ましたパンフレットが出来ました

6月27日（水）19時～
今月のテーマ

「嫌われ者の存在理由」
※入場無料・お気軽にお越しください。

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー
２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日
ほ
か

157

　町内には、沿岸に流れ着いたクジラを供
養するために建てられた石碑「鯨塚」が７
基もあります！愛媛県内の市町では最多！海
に囲まれた佐田岬半島の大自然と、クジラ
の冥福を祈った先人に思いをはせてみては。
Ａ５版８頁、フルカラー
町見郷土館や町内の道の駅などで無料配布中!

渡り鳥やクジラ・エイの記録。戦時中の監視哨や、
近代化遺産の住宅建築まで地域の最新研究を掲載！
Ａ４版50頁　頒布価格1冊600円

お問い合わせ・購入は町見郷土館まで。

（第132回）

　

海
に
囲
ま
れ
た
佐
田
岬
半

島
は
、
し
ば
し
ば
大
き
な
鯨

に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

正
野
の
野
坂
貝
塚
は
正
式

な
学
術
調
査
の
待
た
れ
る
愛

媛
県
内
で
も
数
少
な
い
貝
塚

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
そ
こ
か

ら
も
ク
ジ
ラ
と
思
わ
れ
る
骨

片
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
れ
に
海
岸
に
流
れ
着
い

た
り
、
捕
鯨
な
ど
を
通
じ
て

人
々
の
目
の
前
に
現
れ
た
巨

大
な
ク
ジ
ラ
は
、
食
糧
と
し

て
の
恩
恵
だ
け
で
な
く
、
魚

と
違
っ
て
血
が
温
か
い
こ
と

に
驚
か
れ
た
り
と
強
い
印
象

を
与
え
、
各
地
に
そ
の
供
養

の
た
め
の
塚
や
墓
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
例
え
ば
山
口
県

長
門
市
の
「
青
海
島
鯨
墓
」

は
国
指
定
の
史
跡
に
も
な
っ

て
い
ま
す
し
、
近
場
で
は
、

西
予
市
明
浜
の
鯨
塚
も
市
の

文
化
財
で
す
ね
。
佐
田
岬
半

島
に
は
、
現
在
分
か
っ
て
い

る
だ
け
で
も
そ
の
数
七
基
。

江
戸
時
代
〜
昭
和
初
期
の
も

の
で
、
そ
の
数
は
愛
媛
県
内

の
市
町
で
は
最
多
を
誇
り
ま

す
。

　

最
近
で
は
昭
和
五
七
年
（
一

九
八
二
）、
沿
岸
に
漂
着
し
て

い
た
ク
ジ
ラ
が
佐
田
岬
漁
港

に
水
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。
覚

え
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
の

で
は
。
同
年
、
当
時
の
大
佐

田
小
学
校
で
は
、
グ
ラ
ン
ド

の
壁
に
大
き
な
ク
ジ
ラ
の
絵

が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。
今

で
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
が
忘
れ
か
け

て
い
る
海
を
通
じ
た
佐
田
岬

半
島
の
文
化
を
思
い
起
こ
す

意
味
で
も
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
だ
っ
た
あ
の
壁
画
を
み
ん

な
で
復
活
さ
せ
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ク
ジ
ラ
の
思
い
出

◆ 今月のきょうどかん ◆

＝休館日＝夜スライド上映

◆ 今月のきょうどかん ◆
2018年 6月

日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

『町見郷土館研究紀要』第４号刊行！
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☆日　　時：６月１３日 19：00～19：50
☆受　講　料：５００円
☆定　　員：１０名
☆対　　象：一般成人男女
☆申込方法：事前にお電話か来館して申込み下さい。

雨
の
日
に
教
え
ら
れ
た
こ
と

雨
の
日
に
教
え
ら
れ
た
こ
と

中
央
公
民
館

309

　

子
ど
も
が
高
校
に
進
学
し
、
毎
日
、

高
校
ま
で
送
迎
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
少
し
で
も
家
を
出
る
時
間
が
遅
く

な
る
と
渋
滞
に
ひ
っ
か
か
っ
た
り
、
前

の
車
が
ゆ
っ
く
り
と
し
か
進
ま
な
か
っ

た
り
す
る
と
、
後
も
う
少
し
で
学
校
に

着
く
の
に
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
自
分

が
い
ま
す
。
そ
こ
で
慌
て
る
と
事
故
を

起
こ
し
か
ね
な
く
、
自
分
だ
け
が
イ
ラ

イ
ラ
し
て
も
、
車
が
早
く
進
む
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
雨
の
日
は
、
視
界
も
悪
く
特

に
霧
が
出
て
い
る
と
き
が
一
番
怖
い
で

す
。
安
全
の
た
め
自
分
は
ゆ
っ
く
り
と

車
を
走
ら
せ
て
い
て
も
、
車
間
距
離
を

と
ら
ず
後
ろ
に
ぴ
っ
た
り
と
つ
い
て
き

て
急
が
せ
る
よ
う
な
感
じ
の
車
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
は
、
車
を
よ
け
て
先
に

行
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
の
帰
り
道
の
こ
と
で
す
。
前
に

ゆ
っ
く
り
と
走
っ
て
い
る
車
が
あ
り
ま

し
た
。
「
な
ん
で
遅
い
の
か
な
？
雨
が

降
っ
て
い
る
か
ら
か
な
？
」
と
思
っ
て

い
る
と
、
前
に
バ
イ
ク
が
走
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
車
は
、
車
間
距
離
を
と

り
、
ゆ
っ
く
り
と
走
る
バ
イ
ク
を
急
が

せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
車
は
、
し
ば
ら
く
バ
イ
ク
の
後

ろ
を
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
途
中
で
対

向
車
も
来
な
く
な
り
、
安
全
が
確
認
で

き
た
時
点
で
バ
イ
ク
を
追
い
越
し
て
行

　

子
ど
も
が
高
校
に
進
学
し
、
毎
日
、

高
校
ま
で
送
迎
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
少
し
で
も
家
を
出
る
時
間
が
遅
く

な
る
と
渋
滞
に
ひ
っ
か
か
っ
た
り
、
前

の
車
が
ゆ
っ
く
り
と
し
か
進
ま
な
か
っ

た
り
す
る
と
、
後
も
う
少
し
で
学
校
に

着
く
の
に
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
自
分

が
い
ま
す
。
そ
こ
で
慌
て
る
と
事
故
を

起
こ
し
か
ね
な
く
、
自
分
だ
け
が
イ
ラ

イ
ラ
し
て
も
、
車
が
早
く
進
む
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
雨
の
日
は
、
視
界
も
悪
く
特

に
霧
が
出
て
い
る
と
き
が
一
番
怖
い
で

す
。
安
全
の
た
め
自
分
は
ゆ
っ
く
り
と

車
を
走
ら
せ
て
い
て
も
、
車
間
距
離
を

と
ら
ず
後
ろ
に
ぴ
っ
た
り
と
つ
い
て
き

て
急
が
せ
る
よ
う
な
感
じ
の
車
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
は
、
車
を
よ
け
て
先
に

行
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
の
帰
り
道
の
こ
と
で
す
。
前
に

ゆ
っ
く
り
と
走
っ
て
い
る
車
が
あ
り
ま

し
た
。
「
な
ん
で
遅
い
の
か
な
？
雨
が

降
っ
て
い
る
か
ら
か
な
？
」
と
思
っ
て

い
る
と
、
前
に
バ
イ
ク
が
走
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
車
は
、
車
間
距
離
を
と

り
、
ゆ
っ
く
り
と
走
る
バ
イ
ク
を
急
が

せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
車
は
、
し
ば
ら
く
バ
イ
ク
の
後

ろ
を
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
途
中
で
対

向
車
も
来
な
く
な
り
、
安
全
が
確
認
で

き
た
時
点
で
バ
イ
ク
を
追
い
越
し
て
行

き
ま
し
た
。
ふ
と
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
見

る
と
後
ろ
に
は
何
台
も
車
が
連
な
っ
て

い
ま
し
た
。
家
路
を
急
ぐ
車
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
雨
も
降
っ
て
い

て
、
焦
っ
て
も
し
か
た
が
な
い
の
で
分

か
れ
道
に
バ
イ
ク
が
入
る
ま
で
そ
の
ま

ま
後
ろ
を
走
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

前
を
走
っ
て
い
た
車
が
相
手
の
こ
と

を
思
い
や
り
、
ゆ
っ
く
り
と
走
っ
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
早
く
帰
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
私
に
、
焦
る
心
を
落
ち
着
か

せ
安
全
運
転
で
帰
る
よ
う
に
教
え
て
く

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

  

今
回
の
こ
と
を
通
し
て
思
い
や
り
の

気
持
ち
は
、
人
の
感
情
を
動
か
す
と
実

感
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
様
々
な
こ

と
で
気
持
ち
を
動
か
さ
れ
た
経
験
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
思
い
や
り

で
は
な
く
差
別
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何

事
に
も
思
い
や
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

行
動
す
る
こ
と
で
人
権
を
尊
重
で
き
る

と
と
も
に
差
別
の
な
い
世
界
に
な
っ
て

い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。
ふ
と
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
見

る
と
後
ろ
に
は
何
台
も
車
が
連
な
っ
て

い
ま
し
た
。
家
路
を
急
ぐ
車
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
雨
も
降
っ
て
い

て
、
焦
っ
て
も
し
か
た
が
な
い
の
で
分

か
れ
道
に
バ
イ
ク
が
入
る
ま
で
そ
の
ま

ま
後
ろ
を
走
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

前
を
走
っ
て
い
た
車
が
相
手
の
こ
と

を
思
い
や
り
、
ゆ
っ
く
り
と
走
っ
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
早
く
帰
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
私
に
、
焦
る
心
を
落
ち
着
か

せ
安
全
運
転
で
帰
る
よ
う
に
教
え
て
く

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

  

今
回
の
こ
と
を
通
し
て
思
い
や
り
の

気
持
ち
は
、
人
の
感
情
を
動
か
す
と
実

感
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
様
々
な
こ

と
で
気
持
ち
を
動
か
さ
れ
た
経
験
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
思
い
や
り

で
は
な
く
差
別
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何

事
に
も
思
い
や
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

行
動
す
る
こ
と
で
人
権
を
尊
重
で
き
る

と
と
も
に
差
別
の
な
い
世
界
に
な
っ
て

い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

☆大人の水泳教室☆☆大人の水泳教室☆ リラックスYOGAリラックスYOGA
泳げない方、泳ぎが苦手な方を対象に、クロールを
練習いたします。泳げない方
でも安心してご参加ください。

シンプルなポーズを組み合し、初めての方でも
無理なく参加できるプログラムです。
心、カラダをリフレッシュしたい方。
カラダを柔らかくしたい方。
美しいボディラインを手に入れたい方。
カラダのゆがみを取り除きたい方。

深い呼吸と瞑想でリラックス効果を
高め、日頃たまったストレスや疲れ
を癒しませんか？

お問い合わせの番号は、伊方スポーツセンター　　　３８－１１００、３８－０７７６

初心者対象のトレーニング教室です。
サーキットトレーニングをおこないます。
☆日　時　毎週水曜日 19：00～20：20
　　　　　１期４回の教室になります。
　　　　　１期（１ヶ月）単位の申し込みになります。
☆場　所　伊方スポーツセンター３階トレーニング室
☆定　員　５名程度
☆受講料　２,０００円（１期４回）

トレーニング教室トレーニング教室
☆日　　時　毎週木曜日 19：20～20：20
☆開催期間　６月７日（木）～９月２７日（木）
　　　　　　１期（１ヶ月）単位の申し込みに
　　　　　　なります。　
☆場　　所　伊方スポーツセンター３階会議室
☆定　　員　５名程度
☆受　講　料　２,０００円（１期４回）４回コース
　　　　　　　 ７００円　　　　　　１回コース
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俳
　
句

俳
　
句

町
見
野
の
花
句
会

番
匠
句
会

三
机
句
会

地球に愛を 子どもに愛を！地球に愛を 子どもに愛を！
～世界の子どもたちにワクチンを届けよう～

ゴミ減量を推進しエコキャップ運動に取り組ん
でいます。

エコキャップ運動とは、ペットボトルキャップのリ
サイクル活動に参加することにより、世界が直面
する環境や貧困など、様々な課題について、学び、
考え、行動する機会を提供する活動です。

伊方町女性団体連絡会

≪ 回収箱設置個所 ≫
 ・伊方町役場１階ロビー
 ・中央公民館
 ・町見公民館
 ・瀬戸町民センター
 ・三崎総合支所

6月9日（土）　DVD上映会を行います。
　　○場　　所　３階　児遊館
　　○上映時間　１回目　１０：００～ 
　　　　　　　　２回目　１４：００～

●DVD上映会

切ってはるだけ！
かわいくデコって自分だけのオリジナル
キーホルダーをつくってみませんか？　
　　　※参加費は無料です。
　　　※写真は、イメージです。

●工作教室

【お問い合わせ】
　伊方町生涯学習センター内　児遊館３８－2668

ドナルド・ダックドナルド・ダック「ドナルドの磁石騒動」 
水道管の工事をするドナルドが使っていた
磁石をプルートが飲みこんでしまい！

「 フェルトで動物キーホルダーをつくろう 」
   6月23日（土）　１４：００～

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
ヱ

井　
上　
敦　
子

得　
能　
利　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

長
谷
美
久
仁

髙
地
瑠
美
子

佐
々
木
サ
チ
子

柏
村
ヨ
シ
子

結　
城　
励　
子

溝　
口　
明　
美

佐
々
木
忠
雄

追
憶
の
渚
は
磧
青
葉
潮

走
り
根
の
絡
み
合
い
た
る
藤
の
花

小
舟
行
く
追
い
か
け
飛
ぶ
や
鯉
幟

五
月
晴
伝
統
楽
し
む
三
世
代

楠
若
葉
詰
所
の
守
衛
の
無
表
情

藤
色
に
濃
淡
の
あ
る
藤
の
花

母
も
子
も
肩
ま
で
浸
か
る
菖
蒲
の
湯

紅
白
の
山
茶
花
揺
ら
す
通
過
風

鯉
の
ぼ
り
泳
ぐ
真
下
に
足
湯
せ
る

野
路
行
か
ば
す
み
れ
タ
ン
ポ
ポ
競
い
咲
き

草
の
中
け
な
げ
に
咲
き
し
ア
マ
リ
リ
ス

み
か
ん
花
垣
根
を
こ
え
て
香
り
け
り

足
音
に
コ
ー
ロ
ギ
に
げ
る
刈
り
田
か
な

無
住
寺
や
老
人
会
の
花
む
し
ろ

か
わ
ら

か
き
ね


